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昭和戦前期までの気象学における女性の活動 

 

山本   哲 
ya0010@nifty.com  

Female activities in meteorology of Japan until 1945  
YAMAMOTO Akira  

日本の気象学における明治から昭和戦前期の女性の活動についてはほとんど語られてこなかっ 
た。大日本気象学会機関誌『氣象集誌』などの記載から昭和戦前期までの日本の気象学における 
女性の活動を探索することにより、気象学分野の現状までも理解する手がかりを得たい。 明治
期の『大日本氣象學會々員録』から３名の女性会員が見出された（山本 2018, 2019）。彼 

女らはすべて民間部門の人物である。いずれも気象学者と呼べる存在ではなかった。 頓野キヨ
（1867-1906）日本第一の「気象熱心家」として知られた山口高等中学校教授・頓野 

廣太郎（1859-1898）の妻、山口県尋常師範学校訓導。著作はほぼ皆無である。  
田邊タミ（生没年不詳）頓野廣太郎の創設した頓野私立山口測候所で２年余り観測者として活 

動した記録がある。人物を紹介した新聞記事があるが、出自・経歴などほぼ不明である。  
野中千代子（1871-1923）1895 年 10～12 月、夫・野中至（到）（1867-1955）に従い冬季富士 

山頂気象観測に挑み、その経過を『芙蓉日記』に著した。その後も『萬朝報』懸賞で第一等を得 
た『新撰女大學』など数多くの著作を残したが、気象学にかかわるものは皆無である。  
彼女らの後、大正期には女性の活動は未だ見つけられない。昭和期になり女性の活動が少しず 

つ見出されるようになる。特筆すべき３名を挙げる。  
益田國母（クニモ・くにも、生没年不詳）東京女子大学数学専攻部第１回卒業生７名の一人。 

卒業の 1931 年中央気象台の地震学者・和達清夫（1902-1995、のち気象庁長官）の助手として 同
台事務嘱託、同年大日本気象学会入会、1932 年『氣象集誌』に女性初の単著論文を発表。多 くは
和達との共著の論文は『験震時報』も含め約十編、内容は今日的にはすべて地震学のもので あり、
日本初の女性地震学者と呼びうる存在である。1939 年頃病気で中央気象台退職後の活動 は未詳。  
長岡和歌子（1914-2014）1935 年東京女子大学数学専攻部第５回卒業。気象学会での活動期間 

１年弱に中央気象台の気象学者・藤原咲平（1884-1950）との共著で数編の研究を実施、1936 年 
同台技手・池野四郎（生没年不詳）と結婚・退職、戦後は和光学園で理科・算数などの教師を務 
めた。内務官僚・長岡隆一郎（1884-1963）次女。  
松尾喜代子（1917-1997）大阪府女子専門学校家政理学科を気象学の卒業論文を提出して卒 

業、ただちに中央気象台大阪支台長和達清夫の助手として嘱託して採用。単著論文など多くの成 
果を残す。横浜測候所長・杵島磨（未詳-1944）と結婚・退職したが、夫の病死を機に同年出身 
地の和歌山測候所で気象界に戻り、定年まで気象庁に勤め、気象行政に携わりつつ活発な調査研 
究活動を続けた。日本で初の女性気象学者とみなすことができる人物である。  
この時期、女性の活動への期待は男性の行う活動の補助的なものであった（大日本氣象学會,  

き しようてんもん がくげい をん な を と こ おと だう り 

1892）一方、「氣 象 天文の學藝女子とていかに男兒に劣る道理あらん」（田邊を紹介した『新朝 
野新聞』1894 年 7 月 18 日）といった意思は確かに存在し、実際の活動として現れつつあった。 


